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各部の名称/警告ラベル貼付位置

型　　式 ＧＳＨ-２５０Ｐ-Ｔ

リール式　(五枚刃　複合鋼材)

刈　　巾

刈 高 さ

装備重量

刈刃方式

装備寸法

12.5・20・27.5・35・42.5・50mm（ワンタッチ６段）

２５０mm

（LxWxH）

８.０kg

１１７０x４１０x８００mm

仕様

ハンドル(中)

ハンドル(下)

2

ハンドル取付方向

9

右
の
線
に
合
わ
せ
て
貼
付
す
る
事

・
上
※

糊
付
け
位
置



１．組み立て方法 （図.１～３）

（１）ハンドル上、中、下をハンドルボルト、ノブナ

　　　ットで確実に締付けて下さい。

（２）刈高さ調節を５０mmの位置（最も高い位置）に

　　　して下さい。（図.１）

　　　刈り高さが５０mmより低い位置では、ハンドル

　　　を取付けることが出来ません。

　　　（刈高さ調節の方法は刈り高さ調節の項を参照

　　　して下さい。）（図.５）

（３）ハンドル下部にある２個の穴を､本体の内側に

　　　ある取付ボス（リールカバーの奥に有ります。)

に確実にはめ込んで下さい。

　 必ず、ロックレバーが作業者側より見て左側に

　　　なるように取付けて下さい。（図.２）

（４）グラスキャッチャーを本体の正面板にひっか

　　　けて下さい。安全のためにも、取り付け、取

　　　り外しは、芝刈機を停止させている時に行っ

　　　て下さい。（図.３）

（５）本機はハンドルロックでハンドルを固定する

　　　事で回転刃をロックすることができます｡

　　　（図.４）

本機の組立､調整､芝刈作業､手入れ､等の際は必ず手袋を着用し、十分安全に
注意して行って下さい。注注　　意意!!

ハンドルロック

(図.2)

取付ボス

リールカバー

正面板
(図.3))

グラスキャッチャー

(図.4))

ハンドルロックを回しハンドルを固定する。

ロックレバー

ブラケット

刈り高さ
調節バー

(図.1)

最も高い位置
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２．刈り高さ調節（図.５）

（１）芝生の長さによって刈り取り高さを定めます。

　　 （本機は、１２.５ミリ～５０ミリまで６段階

の調節がワンタッチで行えます。）芝生が伸

び過ぎている場合は、最初から短く刈ること

　　　は出来ません。２度、３度と日を置いて順次

　　　短く刈り込むようにして下さい。

（２）調節方法は、本機の刈り高さ調節バーを引き

　　　ブラケットの溝にはめ込んでください。この

　　　場合、必ず左右同じ高さ位置に合わせて下さい。

３．回転刃と受刃の調節（図.６・７）

最初に使用される前には、輸送中に回転刃と受刃の摺り合わせ調節が変わっている場合

　　　がありますので点検して下さい。

（１）回転刃と受刃の調節は、ベットナイフ調節ツ

　　　マミで行います。調節ツマミを右方向に回す

　　　と摺り合わせが強くなり、左方向に回すと摺

　　　り合わせが弱くなります。（図.６）

（２）摺り合わせの調節は、必ず左右平均に、わず

　　　かに摺り合う程度にして下さい。回転刃と受

　　　刃の隙間が開き過ぎていると切れません。

　　　また、擦りあわせが強すぎると、刃物の寿命

　　　を短くし、機械に負担がかかって故障の原因

　　　となります。

（３）正しい調節の確認は本体を裏返し、紙を回転

　　　刃と受刃の間に挟みこみ回転刃を手で回した

　　　時に、どの部分でも紙がよく切れれば良好で

　　　す。３～４回芝刈り作業をされた後には、再

　　　度上記のように調節し、常にベストの状態で

　　　ご使用下さい。（図.７）

調節ツマミ

(図.6)

(図.7)

回転刃
受刃
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刈り高さ

５０mm

４２.５mm

３５mm

２７.５mm

２０mm

１２.５mm

(図.5)
刈り高さ調節バー

ブラケット



（１）本体、グラスキャッチャー、ハンドルなどを

　　　ブラシなどでよく掃除して下さい。（図.１２）

※ガソリン、シンナー、ベンジンは使用しな

　　　いで下さい。

（２）掃除後、日中よく乾燥させて下さい。

（３）回転部に機械油を注油して下さい。

（４）回転刃、受刃がサビないように特に油ぶきを

　　　して下さい。

（５）使用後は、お子様の手の届かない、湿気の少

　　　ない所に保管して下さい。

（６）収納するときは、ハンドルロックでハンドル

　　　を固定して下さい。自動的に回転刃も固定さ

　　　れます。（図.１３）

（７）長期保管後のご使用には、回転部に機械油、

　　　またはグリース等を注油して下さい。

５．お手入れと保管方法
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(図.13)ロックプレート

ロックレバー
ハンドルロック

(図.12）
(図.8)

(図.9)

４．使用方法（図.８～１１）

（１）芝地の小石・木片などの異物は、必ずあらか

　　　じめ取り除いて下さい。

　　　取り除かずに使用されますと、異物が回転刃、

　　　受刃に当たり、刃こぼれなどの原因となりま

　　　す。（図.８）

（２）刈り込み幅を全部使わないで、常に刈り込み

　　　幅の約１／３程度重複して刈れば、平らにし

　　　かもきれいに刈り込めます。（図.９）

（３）一通り刈り終えた後に今までと直交する方向

　　　で刈り込みを行うとさらにきれいに仕上がり

　　　ます。（図.１０）

（４）長く伸びた芝生は最初から短く刈り込むと、

　　　故障の原因となるばかりでなく、大切な芝生

　　　を傷めます。順次日をおいて刈り込んで下さ

　　　い。（図.１１）

（５）一回の刈り込みで刈り取る葉の長さは１０～

　　　２０㎜になるように、芝生に応じて刈り高さ

　　　を調節して下さい。

（６）刈り込み高さは芝の種類や利用目的などによ

　　　り違いますが、一般家庭では刈り込み後の芝

　　　生の高さは１０～２５㎜が最適です。

（７）刈り込み頻度は生育最盛期には週２～３回、

　　　そのほかの期間では月１～３回が目安です。
(図.11)

(図.10)
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